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日本語の複合動詞における後項動詞とロシア詩の動詞接頭辞との
意味的対応について

語制力複合弱点；lを構成する「～でる」「～だす」の場合一一

アブラギモヴィチユーリャ

京都文学大学院人1111 環境学研究科共生人ll¥Jc;'ol)i攻

千 606850 I 京都市在京区古III二本松町

要旨本稿では 日本，j/f0) ;/f ~·~的桜台助＂＂I を悦成する後JJiMJ詞のうち「～でる」「～だす」に｛紅白

を当て これらを附いて舵成された校合，91＂可をロシア，iifに訳す円？に使川されうる路頭辞付加助訓に

ついて統計的，J:.JJ'tを行う この同五結果から！「～でるJr～だすjにな吋、(I＇に相当するロンア訴の

王な＇w珂接見ili'eを特定し 日本，，jfと子における後項助，［，＼jのと「味に｜目する先行研究とロシア，ii昨におけ

る＇w＂司抜ITlilit’についての先行研究を手がかりに f～でる」「～だすJと一部の尚昆路町I！出とのllllに

な味的な判H則自があることを<DJらかにする

が尚められるような一種の手引きを作成すること

はじめに を第一の日傑とする

なお本稿では，いわゆる「諸説的複合副11f;ojJを

日＂；iri-を学ぶ外｜主｜人にとって習得がy,fしいもの 構成する後墳勤前のうち，「～でるjおよび「～

のひとつに絞合tl功詞がある 筆者の個人［切な経験 だすjを研究対象とする 桜合動詞のデータにつ

から言えば， ll本調の単純ffU1詞（本副J詞）の立f味 いては｜主l立問活研究所によるオンライン検索シス

は理解できたとしても，それに極々の後五；tlUJ市jが テム f絞合tlり11f;ojレキシコンJおよびその元データ

付；されて形成された複合動詞ではI その全体的な の＇i＂に収録されているものを使用した，，

な味や利iかなニュアンスをとらえにくい場合があ

る また，外医1:mで古かれたIC!本詩文法の教科書 I. ロシア誇の接~Jl辞付加ITu1討j と ＠1詞接~Jll;'p

や文法山では絞合助言司に｜到して詳しい説明がなさ

れておらず，外l主｜人が日本認を学習する＇ i＂で複合

印J詞の沼｛与をすγ易にする手立てがないという現状

がある＂

こうした｜問題があることから，印欧諸のffU1f.oJ桜

町！辞と日本認の絞合勤前後Jj'［がIrr）｛亜の現象でユある

とみなされていても＂.印欧 i苦話者にとって絞合

ifU1詞の習得が容易であると必ずしも言えない

本稿ではI 上記のようなil本諸学習に附する問

題を出発点とし複合動詞における後iJI動詞と。

筆者の母語であるロシア誌の到uf.oJ接玖辞との対応、

を立i味的な観点から考察し。両者のなl味における

共通点を見出すことによって！ロシ7~苦ネイティ

7が日本認の主主合動認を学裂する際に救育的効果

J正9！；辞付加1!fU1市iJ (ptistavocnyc glagolyあるいは

pre日ksal'nyc glagoly＇＇）とは恭中平副 J詞＂に接 BJ！静を

付したものである例えば！動詞 vpisat'（不定

詞）「＇i~＇き込む！；：；き入れるj は~幹ifU1詞 pisat'

ro;~o く J と E申請j抜9J[l;Y, vーから Jf~成されている こ

の例を見て分かるように！抜ITJWI「と結合すること

によって元の基1:ifii1f;JJf;司に有li!i!_的なな味が与えられ，

特定化された芯味を持つ＊iたな動計jが生まれる

筆者が複数のロシア諾詳解事典にあたって淵ベ

た限りでは1 ロシア諸における江市部接頭辞の数は

27種類に及ぶ＇＂ 抜Nf！ ~i「と基幹勤前が結合するパ

ターンは決まっており，全ての基幹動詞に 27HI 

類全ての按NJi辞が付されるのではない 上記のifU1
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詞 pisat＇を例 lこ挙げると 1 この動詞にf甘される接

頭辞は 19種類に限られる pi sat＇以外の基幹動詞

では！例えばpit＇「飲む」と dumat'「考える」は

10種類の接頭辞と， zit＇「生きる」と st町at'I立
つjは9種類の桜ilJI辞と結合して接頭昨付加1動詞

となる このようにi古合可能な抜頭辞の数は却J詞

によって異なる 例として pisat’に基づいて形成

された後頭市「付加動詞を羅列すると以下のものが

2pげられる

例 vpi田 f「沓き込むJ,vypisat'「書き抜く J,

dopisat'「＝占き上げる」， zapisat'「書き留め

る」， ispisat'「告き尽くす」， napisat＇「古

〈」， nadpisat'「表古する」， nedopi回r 「＇［！：•

き残すJ,opisat' I描写する」。 otpisat＇「古

き終わるJ,perepisat’「書き直す」， popi 

sat'「しばらくーlき物をする」， padpi回r
「容名する」， predpisat’「指示する」， pripi-

sat'「i与さ足すJ,propisat＇「処方する J,

raspisat＇「討き分ける J,spisat' !'ill'き写すJ,

upisat’「ユトききるJ
M；，川，ijfi,( 9fi併の中には napisat’の naのように！

間有の，m終的ないし物質的ff：味を持たず！単に完

了休であることを示すマーカーとして使用される

ものがある＂ つまり，この種の接RJIM•を持つ完

了体JU；詞は！派生元となった不完了体の基幹動詞

と同ーの10；作を表す こうした動詞抜Rf(辞は空の

接頭辞（pustojP向日ks）または純アスペクト的接

ilJI辞（cistovidovajapristavka）と呼ばれる＂＇ また

完了体となった舷頭辞付加問J詞へさらに接尾辞を

付すことによって二次的な不完了休の形が形成さ

れる場合もある引

なお！ロシア認には動詞の他に。名詞や形容詞

に付される接頭飾のカテゴリーも存在するが，本

杭では動計j接頭活字のみを扱うこととする

2. 日本語の複合動詞に関する先行研究

2. J, 語言語的複合動詞と統語的複合動詞

長自己 (1976)＂＇によれば，日本語の複合動詞に

は「名詞十助言司」。「形容詞（形容動詞）＋動詞」，

「副詞＋動詞」，「接頭辞＋動詞J，「動詞＋動詞」

などの椛成を持つものがある このうちl 本稿で

検討の対象とするのは動部＋動詞型の複合動詞で

ある

動計jート動詞裂の複合［VJ詞は前項Iが~~ff] (VI）と

後項［VJ詞（V2）から御成され，「追い／払うJ,

「洗い／流すJのように前項勤前jが述朋形である場

合と。「歌って／みるj，「残して／おく」のように

前項動詞がいわゆる「テ形」である場合の2つの

タイプが存在する このうち，動詞迎用形＋動詞

タイプの複合問J詞を収集！収録することに特化し

たデータベースとして『複合動詞レキシコン』が

ウエ7上に公開されている これは国立国語研究

所が提供するオンラインの複合動詞検索システム

であり。識でも自由に閲覧できる点。そして動詞

迎用形＋ITd1詞型の複合動詞が網羅的に収録されて

いるという点でゴI•’m·に間期的な試みである＂＇

f複合ITU1詞レキシコンJに収録されている複合

動計lはいわゆる「諸政的複合動詞」である この

種の複合動計lの区別は彩山（1993）がjj%11目したも

のであり！『複合動詞レキシコンjには影山の理

論が反映されている山 本稿における複合動詞の

収集および分析はこの『複合動詞レキシコンJを

使則して行ったため，本政ではまず！；！；山の複合到J

~＇1 に附する liJf究を紹介する

!;'3111 (1993）はまず動詞＋動詞型の複合動詞を

「統諾的複合動詞」と「話~~（1（］絞合動詞」に分類

している 「統語的複合動計iJJは訟l床上の限定を

持たない複合動詞である。例えばl 「～始める」

「～続ける」「～終わる」なとの後項動詞と結合し

た複合動詞「剤、み始めるJ「fij；み続けるJ「飲み終

わる」では。酒類だけではなくあらゆるものが前

項動計j「飲むJの対象となりうる さらに，統詩

的複合動詞を構成する一連の後攻動詞は「踏み歩

き1古めるJ，「fo；み歩きiiieける」のように，語i'.r'fDl

11.1合動詞と結合することもできる山

さらに桜山は！統語的複合動詞を構成する後項

動詞を「始動JI継続J「完了」「未遂」「過剰行

為」「再試行」「商慣」「相互行為」「可能」という

9つのグループに分類している凶 これらの立i床

を持つ後項KU1詞によって構成された統詩的複合動

詞をロシア詩に訳す場合。訳し方のパターンはあ

る程度決まっていると言える 例えば！「始動J
を表す後項動詞が用いられている場合，複合動前j
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のロシア諸訳には補助動詞的立l味を持つ nacat'I 

nacinat＇と不完了体動詞の不定形を用いた合成述

；甘がJlJいら jcる (j：刊 nacat'rabntat’「働き始め

るJ.nacat' prygat’「跳び始める」） この他l ifU; 

詞｝~BJ！辞 PO一， RAZー， VZ-, ZAーなどを持つ按顕在r
付加l動詞によって始動の意味が表されることもあ

る（例 zastucat’「：JTち始める」. pobefat＇「！!1け

出すJ.zapet＇「政い出す」） '" また！「完了Jの

立I味のがし話的絞合田V；詞の口シア諸訳には。補助国J

詞的，Ul味を持つ koncitヘzakoncit＇を別いた合成述

調やI 動計iJj者Yi＼辞 OTーを別いたj'if~f［畔H!;11出J前j

が別いられる（zakonとIt’pisat'「出き終わるよ ot-

begat，「走り通すJ.oq日f「：吹い尽くすJ)"'' こ

のようにI 統話的似合動詞ではJ)IPl'l動詞の詰保特

性が後五；!ifi)J詞による彩宇fをまったくあるいはほと

んど受けないため＂＇＇外｜盟諸への翻訳における訳

出パターンを固定化することが容易でユある

これに対し「諸説的惚合1f9；詞」とは， 2つの単

純1f9;ioJが結合して被合1f9；認となる際に， j)fj項JU；前l
の刃l味が後耳'illdJ市jのf1t'tによって限定されるもの

を指す例えばI 彼合勤前j「欽み渉＜ J。「師、みlijj

かす」I 「的み交わす」I 「朗、み倒すJ，「飲みi立れ

る」では。それぞれの後Ji'¥ll;}J詞との結合によって。

前項動詞「iv：むJの対象が沼野iに限定されてい

る＂.

議終的担l合動詞では前草l!fiリJ詞とf五項動向の：D'.I来

的な関係性がill＇’品に絞雑であり，これに i到しては

統一的見解とH干べるものがまだ存在していないと

言える 筆者のような，第二言誌としてil本認を

学習する者が，m議出J複合動部lのな味的な構造を理

解しようとする｜待。統詩的複合動詞よりも難解で

あるという印象を持ってしまうことは！こ記のこと

がi羽係していると思われる

そこで本稿では，説集的複合勤前の訳誌として

｛史j目されうるロシ7;1苦動詞を分析し，その＇ i＇でど

のような動詞品店頭辞がmいられる傾向にあるのか

を明らかにすることで1 ロシア諾を母語とする日

本認学習者が諸政的被合動~ojの芯味を理解する際

の手引きを作成することをf比六の目的とする

本稿で；品l査対象とした日本語の後Jj'¥ffiリIJjjojは「～

でるj「～だす」である 『複合ilw詞レキシコンJ
の元デ タによれば！諸民的複合1f;)Jf;ojを構成する

後項ilUJ詞のうち。生産性の高さに活白すると「～

こむJ(253；音）。「～あげる」（156 i苦），「～だす」

(147語），「～かえる」（122語）などがある こ

れらのうち！後JN1f;JJ詞「～こむ」とロシア認の接

TIJWf付加Jf;)Jf;司とのなl味的な｜期係についてはアブラ

ギモヴイチ（2016）の中で考察が行われている＂＇

この後項動t,oJ「～こむ」カ吋十つ主要な立味のひと

つに「内部への移動」がある 後五HU；詞「～だ

す」は「～こむjと芯味的に対艇をなすものであ

り，その生産性の「与さを考慮に入れた結果l 本稿

における研究対象とした また， f記事I1f;J；詞「～で

るJの生産性は決して向くないもののI 「～だす」

と同級のな味を持っているため，本稿では研究対

象として加えた なお！「～でるJf～だすJのな

味については。複合助言jの区別に附して杉山と同

じ告知法を採用しているPl:c野（！999）＇＂＇の研究を

参考ーとした

2, 2. 後項動詞「～でるj「～だすj

計I終的複合到j示jをt''I在する後項動詞「～でるJ
「～だす」の双方に共通する辺、本的な立i味は方向

性である＂’ 航野の考えによれば！この方向性は，

物J]I的な移動を伴うものとそうではないものの 2

つに大別される

後Jj'¥動詞が「～でるJのJJ），合！「外部. il1i而。

表面への移動Jと「表だった坊への登場Jという

2つのな同ミが認められるw 前者の；DJI阜の場合，

形成される複合則J詞［えたとえ前耳.U;J；詞が他動部j

であっても自動詞となり？一方. 1走者の'.¥J:I味にお

ける複合1f;JJ詞の自他の区別は前項到J詞の｜当他と一

致する＂＇ さらに！「外部。前而。表部への移動」

に分領される複合勤前jは。外部への移動が前年：勤

前の芯l味に含まれるか否かによって 2つのタイプ

に分頬される 前頃動詞が外部への移動の：D:川ミを

含む「（益れでるJ「漏れでるjなどのタイプでは！

後項動計lによって前項出J詞（本動詞）の氾一l味が強

制されているにすぎないため。「～でるJを除い

ても；ti:I味のヒではほとんど変化がない日l 他方！

rlti項動詞に外部への移動の意味が含まれない「迄

いでるj「転がりでるjなどのタイプでは！後草1
Jf;J;f.oJが移動の方法. ti＜相を示しているため，前項

と後JJlがそれぞれ修百Ii・ 被修f;Iiの関係にある＇＂
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また！とちらのタイプでも，同一の文脈で後項wJJ

詞「～だす」に1泣き換えられる場合がある出

「表だった場への笠場」に分類される複合動計lの
自他の区別は前項動詞のそれと一致し自動詞の

場合は王体の登場が！他動詞の場合は主主坊の目的

が示されるため！必ずしも物理的な移動を伴わな

し、rn

認決的複合動詞を構成する後＇.I!動計l「～でる」

のIi：味（i11野 1999による）

I) 外部， llfr閏，表問への移動

i JifjJj＇到J詞が外部への移動のld'.1味を含むもの

fill. 「溢れでる」「漏れでる」「浮きでる」「に

じみでる」など

ii JjfjJ¥'i!f9J詞が外部への移動のお、l床を含まない

もの

例「；11いでる」「転がりでる」「飛びでる」

「12きでる」など

2) 表だった坊への登場

例 「まかりでる」「のさばりでるJ「訴えで

る」「周けでる」など

役者!ifiリJ詞「～だす」によって構成される話秘的

惚｛＂ruUJ郊では！「移動」と「顕在化」の 2つの：G:

l味的傾向が見られる 「移動」の；古味は。「～で

る」の場合と同様に。「外部l 前而！表而への移

動」と「表だった場への出現」の 2つに区別され

るものの，前者の亡く味を持つ複合動詞の自他は前

1自動詞の自他と一致しないm 他方1 「表だった

坊への出現」ならびに「顕在化Jに属す複合udJ詞

の前項はすべて他動詞から成り。複合助制自体も

他動詞として実現する叩 「移動jのサブタイプ

として設定されている「表だった場への出現」は，

当事者の怒思とは組関係に人を表だった坊に出す

ことを去す 「移動」の'.¥!.I味的ヴアリアントと言

うべき「顕在化」は対象を外部や表而に出現さ

せることによって人の目に触れさせることをおーl床

し。前項動詞のな昧特徴によって「顕現」「創出」

「発見Jという 3つのな昧に細分化することがで

きる苅｝ jjil![ff'の定義によれば！「顕現」は人が知

覚できるようになることで既存の事物の存在が変

イ七を伴って明らかになることを，「創出」は人の

手によって無の状態から対象が生じることを，

「発見」は求めていたものの存在が明らかになる

ことを'(;f:I味する

，語議的複合！VJf.<Jを構成する後項動詞「～だす」

の芯味（ii>野1999による）

I) 移動

i 外部，前面，表面への移動＂＇

例 「溢れだす」「這いだす」「迎びだす」「担

ぎだす」「売りだす」など

ii 表だった場への出現

例 「召しだす」「突きだす」「駆りだすJな

ど

2) 顕在化

i 顕現例「暴き IL＼すJ「削り出すJ「l映し

出すjなと

ii . f:lj /:I:¥ 例 「考えIL＼すJ「染め出す」「ひね

くり／：！.＼すjなと

山 発見 fiiJ.「見出す」「探り山すj「洗い出

すjなど

3. 後J!i[VJ詞「～でるJ「～だす」に

対応するロシア詩の動詞接頭静

;c1;1では，後項却J詞「～でるj「～だすjを持

つ詩続的複合動詞と氾ーl味的に対応するロシア誇を

調査しどのようなロシア語訳が朋いられるのか

について統計的分析を行う そして訳語の中で接

頭静付Jm動詞に着目し，「～でるJ「～だす」に

よって術成された諾決的複合動詞のrR諸に接NJ！~··

付加即J詞が使用される場合，どのような接頭辞が

どれほどの訓合で則いられるのかを具体的な数俄

で示すことを目的とする

本稿で分析の対象とした複合切J詞のデ タは！

『複合動詞レキシコンjに収録されているもの！

およびウェブ上に公開されている。『桜合IT9J討jレ

キシコン』の元データに収録されているものの一

部を使用した 分析対象とした語続的複合勤前！の

数は「～でるJが 57諾，「～だすJが 137認であ

る 元データの中にしか挙げられていない語主主的

複合動詞のうち！使用鋲皮がおいと思われるもの

も分析対象に）Jllえたため＂＇. j]•lj述の語数は『複合

目的詞レキシコンjに収録されている複合動詞の数

と一致していなし、叩

ロシア認の言Rを考える｜捺，各複合問J詞の：＼］；1床及
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び使用。！については問主合勤前lレキシコンj内に

おける記述，医1;1吾首何年同および日本誌コーパス＂＇

によって確認を行った接YJi辞付）JI！動部単体によ

る訳出が困維な場合は 副市lの併用！抜車問TイサカH

if VJ詞と分詞を含む2認以 tの動罰jを用いるなどし

て。ロシア認でも日本清とl百j等！あるいは近い:0:
味が表わせるよう心掛けた また，ひとつの複合

動詞に対して波紋のロシア認の勤前lが訳認として

想定される場合はその全てを訳認の候補とした

従って あるひとつの複合助副jが複数の般頭昨付

加l動市lを訳誌に持つ場合もある

その後抜駅前’付力llifW~fiJが訳語に使用されてい

る桜合民i}J前lの数を計n:しその数に悲っーいて各車IJ

詞持政静が使用される割合を百分率で表した 百

分号のt):/J＼方法は，ある即J示i)j:主E目的がIJWHこ｛リ：Ill

されていた絞合i却IJ~ojの数をf具合動詞全体の数で捌

り それに 100をかけたものである なお川合の

数Ji（！については！小数／O:JF第2f立で四七百五入を

行い！第一位までを表示している

抜駅前’付加Iif VJ詞が訳詞に使用された絞合動詞の

数を去で去すと〔l'Zl表 I］のようになる [121表

I ］における列 A はi 出J詞i~DJ［部’が，，，認に使用さ

れていた抜合印J詞の数をI 列 Bは絞合動計l全体

における：出合（%）を示している なお ！日J詞抜

mi"rは法本形だけを表示し，異形態は省略してい

る恥 また＇ §lj Bの数仙をグラ 7で去すと［1-ZI 

表 2］のようになる 数値は全て%による表示

である ［図表 I］およひ［隠i表2］では！主主f?ITU1

詞の訳語に一！立もmいられることがなかった1mm
It' (DE , DIS-, NAO-, NEDO-, NIZ , OBEZ-, 

PRE , VOZ－）はi添いた

どのような綬奴静付加ifU1詞が桜合ifi}J詞の訳語と

して使用されうるのかを示すために！実際の例の

一部を 5%以上の数値を示したものに限って以下

に引用する

。後JJ!ifi}J詞が「～でるjの場合

OT－「こぎ /Jjる」 o記alivat＇，「聞け出る Jat-

skakivat' : PRED－「届け出るjpredstavljat', 

「名i来り出るJpredstavljat可a:PRO- 「こぼれ

出る」 prolivat＇可a，「染み出るjpros a己ivat＇町aI 

prostupat' : RAZ一口容け 1'1＼るjrastvmjat＇町aI 

rasplavljat＇可a. 「仲び/J',る」 rastjagivat'司aI ras-

siijat'ja : sー「すり ,'l¥るJsoskal’zyvat ＇，「抜け

Illる」 sbezat'(s+Gen.) : Uー「逃れ，＇［＼る J

ubcgat’I uchodit’i 「おん出るjuchodit' V← 

「悲し 1'.UるJvmcsivat'sja. 「踏み出る」 VS［叩at'

(na+Acc.) VY 「転がり出るjvykatit'可aI 

vyvalit'町a。「逃げ出る」 vybcgat' ZAー「町け

／！.＇，る Jz町avljat', 「巾し出るjzajavljat'など

後項動詞が「～だす」の場合

IZ】「作り出す」 izgotav¥ivat＇。「 jji!りIL＼す」 iz-

birat' OT 「送り出すjotpravljat＇，「探し，＇ L＼すj

otyskat’ PR! 「導き iド！す」 privodit’（k+Oat.）。

「編み／J＇，す jpridumyvat' . PRO－「おん 1'.Uす」

pro gmリat＇，「映さ出す」 pronjuchivat' RAZ 

「liflき出す」 razuznat＇.「尋ね W-9 J razyskal、

VY 「川lき出す」 vybivat＇，「飛び出す」 vylctct'

なと

後年［ifUJ~fiJ 「～でるj によって情成された日：－'1cfr9

tu合動詞のうち＇ i tも，.，・，；い頻度でmいられていた

去1 l&Wi計十lIJllMJo司が沢，i/i-に使Illされる話公的校合助副の放とその川合

ロシア.：It 「～でる」 「～だす」 ロシア，iii 「～でる」 「～だすj
!NJ詞扱五百品？ A B A 日 動；d接vJii•r A B A 日

DO 1.8 0.7 PR! 2 3.5 13 9.4 

IZ つ 3.5 7 5.1 PRO 4 7 15 10.9 

NA 1.8 コ 3.6 RAZ 6 10.5 15 10.9 。 。 。 3 2.2 s 3 5.3 4 2.9 

OB 。 。 3 2.2 u 4 7 6 4.3 。T 3 5.3 22 15.9 v 3 5.3 0.7 

PERE 1.8 4 2.9 VY 33 57.9 95 68.8 

PO- 4 7 4 2.9 vz イ〉 3.5 3 2.2 

POD 。 。 3 2.2 ZA 4 7 6 4.3 

PRED 4 7 。 。
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1211 接頭市イサカH助＇＂1をfR認に持つ活保的桜台動JO）の訓合

!fUJ詞接原市rはVYーである これに次いで貼Zが

IC%の数値を示し，これら以外の到J詞接頭静の

数値はどれも 7%を下回っている

後項!fUJ前J「～だす」の場合を兇ると！「～でる」

の場合と同様l VYが最もl'Jiい割合で使用されて

いる VYーに次し、で OT 7うま 15%, p立0 とRAZ

が 10%。PR！が9%の数値を示し，その他の助言l
接頭辞は軒並み 5%以下の制合でしか使用されな

し、

調査結果から明らかなように，語集的複合動認

を椛l記する後明、動詞「「～でる」「～だす」双方に

対応する代表的な動詞接~Ji鮮は VY である ま

た。後項目引J詞「～だす」では VYに次ぐ代表的

な峻l!J!辞として OTーが該当すると考えられる

4. 後項、動詞「～でる」「～だすjと

1fV；詞接頭辞 OT, VY との意味的な相関性

後項!fUJ詞「～でるJによって椛成された諸説的

複合動詞の訳詩に使用されうる動詞援liJi%'rのうち，

VYが 50%以上また「～だすjでは VYーが

68%, ；主いで OTが 15%という比較的高い制合

で用いられることが本稿第3平の調査結果により

明らかになった

ここで これらの動詞接頭静 VYー， OTーが

「～でる」「～だす」の訳語として頻繁に使用され

る耳目由を。ロシア語学の分野における動詞接頭辞

の用法およびiii：味の定義を参照することによって

明らかにしてみたい 本草では，ロシア語の勤前j
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按 ~Ji i"e’の也、i味を詳細lに考察した Cer叩叩ov

( 1975）の『現代ロシア誌の到J詞詔形成j＇＂にお

ける記述を参考にし その中で定義されている動

詞接頭辞 VY OTのなl味と l j）野（l 9S9）の

考える「～でるJ「～だす」の氾；応i＇，すなわち

「～でる」「～だす」の双方がJ守つ「移動jと「～

だすjが持つ「間在化」との問にどの程度の閑辿

性があるのか考察する なお。 Cerepanov (1975) 

はVYに 18やりHのな味をl OTーには 20種j耳の

吉、味を与えている 紙何の都合により，本Ti可では

m：；野（ 1999）の「移動J と l~ME化」に該当する

な味だけをヲllTJする

まずl f正副＇（ j前 VYが持つff：味のうち。「移動」

に該当するものを以下に紹介する蜘 以下の例文

は， Cer叩anov (I 975）の中で挙げられていた銀

頭市z付加動認のリストの一部に本稿筆者が加筆を

行いl 文あるいは旬にしたものである またI そ

れぞれの立味に採られた番号はらrepanov

( 1975）に従っている

I ) 内から外へ移動する，何らかの純聞を越え

る例 lz komnaty vyporehnula babocka. 

「燥が部屋から飛び立ったj: Marりav sic-

zach vybcfala iz kabineta vraCa.「マリアは診

察室から泣きながら走り出た」

2) 内から外へ対象を移動させる。何らかの空

1:11の純rmを越えさせる例 vynestimusor 

na balkon「ゴミをノミルコニーに述び出す」

vysunut’golovu iz okna pocdza「車窓からTIJ'l

を出すj

3 ) 対象を空｜市や環境などから迷ざける 例

vykurit' komarov iz palatki 「テントの icJ• から

j立をいぶし出すJ: vymachat' nazoilivuju mu-
chu iz dctskoj komnaty「子供部屋からうるさ

いハエを追い出すj

6) 何らかの環境l 空IHIからおJ＇.哀を引き抜く
例 vyg陀stipyl’iz-pod krovali「ベッドの下

から挨を掻き出すJ: Stroiteli vykopali !dad. 
「作業員たちは宝を拐！り出した」

次に， OTーにおける「移動jに該当する芯味とし

て以下のものが挙げられる附

I ）何かから迭さかる例 Lcdkaotcalila ot 

berega.「ポートが岸から雌れた」， Chrom句

otkovyljal n叩 mogov storonu.「足の不自由な

人がひ手っこを引きながら離れた」

2）何かから対象を遠ざける 例 otvesti悶『

bjonka v deiskiリsad「子供を幼稚図へ連れて

行くJ, ot凹lvinut'tarelku ot kraja stola Iテー

ブルのはしっこからJillを押しゃる」

3 ) 日Jjの対立tからある対匁をI あるいは対象の

中からその一部を分ける 例 otkleit'mar-

ku ot konverta「封筒から切手をはがすJ: 
otkrcpil' znacok ot pidzaka「背！ムからノミツジ

をはがす」

4) ~.~幹動詞によって去されるプロセスが発展

した結果，｛cJかから分間住する！剥がれる

例 OJvetki otorvalsja poslcdnリlistok.「校か

ら有討をの繋が：ちちた」， Otkololas’cast’zuba.

「歯の一昔I＞が欠けた」

5) 動作主のものとなるように何かを手に入れ

ふ横取りする！狼f与する例 otvoevat'

bol 'SrリutcrritorリuI広夫な領土を勝ち取

る」， otobrat'igrusku「おもちゃを取り上げ

るJ
「移動」に該当すると思われるこれら VY

OTのな味には物理11的な「外部への移動」だけで

はなく I 選別！獲得所属場所の変更などの副次

的なfi;r~；も含まれている 本稿第 31;1で明らかに

なった！「～でる」「～だすjの訪日昔として双方の

J民Dii辞付加l動詞が使用される例が多いという司は二

を考！W.に入れれば ロシア請の動詞接Bf!Mが持つ

上記の芯味を広義の「移動」としてみなすことが

迎当であると思われる また，「移動」に関係す

るこうしたな11~，由主 VY OTーの中でf主主正見られ

ることから！双方の動詞接頭併において「移動J
が主なfj;I成の一つであると考えられる

後J§！勤前「～だすJに｜到して言えば「移動」

と並ぶ主要な立l床である「顕在化」が存在する

姫野（1999）が「顕在化Jに属する桜合動詞とし

て挙げている 45請のうち＇＂＇， VY付加l動詞で訳

すことができるものは 48%, RAZ PR！。 IZ-

付J;11ffu；認はそれぞれ 15%, 0ーならびに OT－付加

動詞は 13%の制合で使用されている（VY－付加

動~＇J の一例 vyskazyvat＇「言いだす」 vystrogat'

「削りだすivytkal'「i世りだす」 vydumyvat'
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「ひねくりだす」， vyvedyvat＇「探りだす J.v刀asn-

jat’「iol:いだす」など） このことからも分かるよ

うに！「顕在化Jの意味においても VYーが代表的

な動詞按頭辞として該当することが分かる

姫野（1999）の中で「顕在化」は「顕現」「創

出J「発見」という 3つの立l味に却｜分化されてい

る これらの3つの主f味と。これらの；む味を持つ

複合動詞の訳詩として使用されうる桜庭l百＇fi•J-加［VJ

詞の代表的な抜顕辞として VYーの氾味を比較し

てみたい まず， 1m1現jに該当すると思われる

のはI 前述の「移動Jの'OJ味の考察で紹介した桜

郎副rVY－が持つ l祢， 2番 6 'I存及び以下の 3種

虹！である4い

7) ｝民放の対象の：＋•からひとつを選抜する

例 vyiskat’nufoujuvesc’v magazine「店で

必裂なものを探し出す」， vysmotret' v tolpc 

znakomogo「人だかりの中に知り合いを見

つけるJ
9 ）九J'JIを作る！生産する 例 vyvil'vrucmりu

dlinnuju verevku「長い利を手でなうJPapa 

むすび

本稿では『複合動詞レキシコンJを基にして！

後事t[iJJ詞「～でるJ「～だすjを持つ諸説的複合

動詞 194認をロシア請に訳出し接NJ!辞付加動詞

に稲田することでf尺諸にf史用される何＼lnJにある動

向接頭苦手を特定した 結果として，後項動前j「～

でる」には VYーが！「～だす」には VYぺ OTーを

用いた抜頭辞付加動詞がmいられる傾向にあるこ

とが判明したが，これら以外の動詞抜頭辞が使用

されるケースについては紙幅の関係により稿を改

めて述べたい

また 語主主的複合動詞を構成する他の後項［i)J詞

で同将、の考察を行うとどのような結果が得られる

のか調査する必要がある これに加えて。日本語

の後項!fi)J詞およびロシア請の動詞楼HJi辞の店、i恥

機能にIYJする批判の先行研究を被うことによって，

現代の羽1論に実付けられた両者のなl床や機能を本

liJ［究の中に］収り入れることも考えなければならな

vypilil rnmku dlja nov町fotogrnfti.「お父さん い

は析しい写真mの帯！ij・まを鋸でこしらえた」 こうした1引先を続けるとともに，ロシ71,音を母

14) Mかを表す！表現する 例 vyboltat'sekret 

「路筒、を漏らす」， On vyskazal zelanie i 0110 tut 

ze bylo ispolneno.「彼が要望を述べるとすぐ

にかなった」

上記の VYーの意味のうち＇ 9番＇ 14番の意味

は「創出」にも該当する

また。「発見」には7番および ll番の!J:J味のみ

が該当する

11) 対象を入手する。君主得する。得る例 Sosー

ed vyigral v lote•可u bnl'stuu summu 「お限；さ

んは宝くじで穴金を手に入れたJ: vyprosit' 

u roditelcj kon日etu「親にねだってキャンデイ

をもらうJ
「顕在化」に属するiJiJJ詞のうち，その 48%が訳

E古として VY付加邸J詞を持つことにrv,1しては，

主主E買li'rVY均支上記のように幅広い芯i床をカパー

していることが理由として考えられる

話とする外国人が複合動詞を学習する際に学習効

率を高められる方法を今後も模索したい

注

I) 例えば.Golovnin (1986）の文法¥Ii'では！動計l
十回帰um！の複合語MtoJの例は挙げられているもの

の！桜台動市jのな味的な分苛lヤ構造に閉しては

全く説明されていない また Nccaeva(1994) 

による中級レベルの教科,i：•では「～ヒげるj 「～

過ぎるjをllJいた複合動詞の例とm法のみが記

されている 一方で！同じく中級レベルの救芋｜

：！？である Golovin(1997）では桜台ifU；詞にi則し

て一切触れられていない GolovninI. V. 

Grammatika so、•rcmennogo japonskogo jozyka. 

Mo,kva, 1986. Golovnin I. V. UCcbnik japonskogo 

jazyka. Kurs dlja prodolfajuWch. Moskva, 1997. 

Neとacva L. T. Ucebnik japonskcgo jazyb dlja 

prodolz旬U記•ch. Moskva, 1994. 

21 iMI＇＇苧河野六郎千野栄一稲若 f言話；；t大辞

」J~j ~） 6 巻述；IH•百三省堂。 1995 年 p. 1139 

3) 国立i主10育研究所『桜合動詞レキシコン』 hnp:

//vvlcxicon.ninjal.ac.jp (2016 iJO 3月25111出覧）！

2015 iJO. なお？元デ タは同サイトでダウン

ロ ドすることができる

4) オ杭におけるロンア語の翻字は国際標準規情
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JSO/R 9 : i 96Rに準拠している

5 I 接9Jl昨を拍たない派主tiliのロシア，：MWJ;:,11を指す
Ill 認として r1ι1:•f§w詞j を Ill いる なお「基幹

MJ潟」の名休は金子（2003）に倣った金子百
合子 rMJ詞彼奴制’3Aーが表わすfl日始なl司、につい
てJ『Slavistika 東京子三学コミザー院人文主i会系研究
科スラヴ，¥Ifスラヴ文学研究室11°,rrU 1s号 pp,

214-232, 車京六＂＇＂学院人文相会系研究科スラ
ヴ請スラヴ丈学研究室＇ 2003年

6) ロンア沼t<WWI・:Jト』I＼を見ると if9山＂IN如！H~Yfili7'
の数は Dal' (1955) 18積百1 0主cgav(1953) 27 

｛［（官！ Ofogov (19同） 26 !HJ!. OZcgov ( 1982) 

26秘虹1 OZcgov, Svcdava (20,3) 25 ｛［（古川で

あった これらの日？？の中で挙げられている全
てのJKIT自砕からE桜をしたものを同：いて数え｜
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The Semantic Correspondence between Second Verbs of 

Japanese Compound Verbs and Russian Verb Prefixes 

一一Caseof“ーDERU/DASU”－ second part of lexical compound verbs一一一

Yuliya ABRAlllMOVICH 

Gmduatc School of Humnn and Envimnmcntal Studies, 

Kyoto University, Kyoto 606-850 I Japm1 

S111111m11:i• Jnpanese language learners o白α1日ndit effortful to emnpc・chend and use Japanese eompound 

ve巾S For Rus>ean nauve speakers who a叩 notfmmhm wtth this term due to cts absenee m their own 

language，“eomprnnd verbs” are bemg even moc・e ehallengmg This rcsem℃h is meant to er℃ate a 

eomprehensive gmde mto prneu回 luse of Japanese叩 mpoundvecbs for nauve sp叩 kernof the Rossean 

language. 

In this mticle the author puts the foeus on seeond verbs “一DERU／ーDASU”whiehform a number of 

Japanese compound verbs. Using the database of The Natiα10! Institute for Japanese Language and 

Linguisties (NINJAL) named“Compmmd Ver・b Lexieon as a rcfcre"e, the author explores Jnp旧nesc

eomponndもer・bsformed with the help of “DERU/ DASU”and Rrnian w巾swith prefixes used for 

translauon As a r-esult, the semantrc correspc ,de ee between see m吋 ver・bsof Japanese eomprnnd verbs 

-DERU/ DASU”and Russian verb prefixes is con日nnedand will be introduced in the following article. 


